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鉛ハロゲンペロブスカイト半導体 CH3NH3PbX3(X=Cl, Br and I)は新しい太陽電池材料として近

年高い注目を集めている。2009 年に増感型太陽電池の新しい光吸収体として報告されて以降[1]、

CH3NH3PbX3を用いた太陽電池の変換効率は急激に向上しており、最近の報告では 20%近くにま

で達している[2]。また、ペロブスカイト層を電子・正孔輸送層で挟んだ平面ヘテロ接合型の太陽

電池でも高い変換効率が示されており、1m にも達する極めて長い拡散長がペロブスカイト太陽

電池の優位性の一因であると指摘されている[3,4]。ペロブスカイト太陽電池が高い変換効率を示

す物理的起源を解明することは、ペロブスカイト太陽電池のさらなる効率向上や新しい高効率太

陽電池材料の開発につながると期待される。そのためには、基礎的な光学特性の理解が重要とな

る。我々は CH3NH3PbI3の薄膜試料において太陽電池の効率を決定するバンド端近傍での光学特性

[5]や光キャリアダイナミクス[6]について研究を行ってきた。しかし、薄膜試料では作製条件が光

学特性に大きな影響を与える可能性があり、単結晶試料を用いて材料固有の特性を明らかにする

必要がある。そこで本研究では、溶液成長法により作製した CH3NH3PbI3単結晶の光学特性を研究

した。特に、白色ポンププローブ法によるフェムト秒過渡反射測定を行い、光電変換過程を決定

する光キャリアの寿命を評価した。過渡反射スペクトルにはバンド端近傍にガウス型関数の微分

形と思われるスペクトルが観測され、1ps以降はスペクトル形状に大きな変化は見られなかった。

また、過渡反射ダイナミクスは非指数関数的な減衰を示す。信号強度が 1/e 倍になる時間を実効

的な寿命と定義すると、寿命はおよそ 1ns であった。講演では、励起強度依存性の結果を示し、

薄膜試料との比較も行いながら光キャリアの緩和・再結合過程について議論する。 
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